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早いもので、今年も後1か月となりました。年末年始は家族でお祝いする楽しい行事がたくさんありますね。
お休みの間は生活習慣が乱れがちとなりますが、睡眠・食事の時間を意識し、病気や事故のない、
楽しい冬休みをお過ごしください。ご家庭でもお子様の体調管理に十分な配慮をお願いします。

　　　　ほけんだより　　12月号

感染性胃腸炎が流行り始めます
ノロウイルスやロタウイルスなどのウイルスが原因で、吐き気や嘔吐、下痢、腹痛な
どの症状が見られ、発熱する場合もあります。
下痢や嘔吐がある場合は早めに病院で診てもらい、脱水症状にならないよう、こまめ
な水分補給を心がけましょう。また、吐物や便にはウイルスが含まれているので適切
な処理をし、片付け後は、手洗い・うがいをきちんと行ってください。

85℃の熱湯に１分以上煮沸

するか、塩素系漂白剤を薄

めた物に浸け消毒します。

スチームアイロンで加熱も

効果あるようです。

汚れた衣服は…

消毒ができたら洗濯機に

入れても大丈夫です。
汚れた場所もしっかりと消

毒を行いましょう。

嘔吐物（おうとぶつ）は、二次感染を防ぐために速やかな処理が必要で
す。まずは窓を開けて換気を行い、ゴム手袋やマスクで体を覆って嘔吐
物に直接触れないようにしましょう。

嘔吐物の処理方法

手順
①手袋（できれば肘まで隠れるもの）をして、新聞紙などの紙で嘔吐物を覆い、その上から消毒液

をたらします。15分ほど置いてから、外側から内側へ静かにふき取ります。

②拭き取った物はビニール袋へ入れて、外へ漏れ出ないようにして捨てます。

③汚れた床は、消毒液（漂白剤等）などを薄めて拭きます。

④処理の後は十分な換気を行いましょう。

用意する物
・使い捨て手袋 ・使い捨てマスク ・バケツ ・雑巾 ・新聞紙かペーパータオル

・ビニール袋 ・消毒液（塩素系漂白剤など）・使い捨てエプロン（あれば）

台所ハイターも有効です！

年末年始の急病は？

年末年始はほとんどの病院が休診となります。

お子さまの急な発熱やけがに備えて、事前にか

かりつけの病院の他、近くの救急病院の診療時

間と休診日は確認しておきましょう。また、帰

省先の救急病院の情報も把握しておくことが大

切です。

お休みの間は生活リズムが乱れ
やすくなるので、夜は決まった
時間にお子さまと一緒に布団に
入るようにしましょう。

また、ポットやファンヒーター
などによるやけどが増えます。
お子さまの手が触れない工夫を
お願いいたします。

冬休みの
注意点


